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について， Iフィりッピン，パラオ，ニュ ブリテン，ソロモン，イム印，シャム， マラ





























































続けられており，前者は『世界経済学批判~ (有斐閣， 1948年入 『世界経済学~ (三笠書
房， 1950年)， そし c~世界経済学原理~ (日本評論新社， 1954年j とたゆみなく拡充，
発展きせられております9 後者は『資本主義の 般的危機~ (三一書房， 1950午〉から
『日本貿易論~ (有斐閣， 195C年〉へと高められ， さらに啓蒙的な『日本田貿易~ (岩波







































ベルリンて東狼目勾名な経済学者グンタ ・コ ルマイ教授と会われ， その著書『民主




















新書， 1960年〕をはじめ， r資本の白由化~ (有信堂，1970年)， r現代資本主義と国際通
貨~ (法律文化社， 1970'年〉の3ITITo~編著となって現われております。またp 著書の『戦
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いるこ白書の改訂版のまえがきには， iわたくしの経済学の研究歴は40年以上に白ぼる。
その聞かなり多くの著書や論文士発表したけれども，わた〈しの研究の中心は，この『改
訂・世界経済論休系』にいたるものであっ介とい主ょうJ(同上頁)と先生は書かれ
ておられます。それにつけても，わたくしたもの胸に強くきざみこまれているのは， 先
生がこの困難な仕事を開拓されていく上で， 研究者としてきわめて立派な人間的態度を
示されたことであります。先生はまず，他人の功績を認めるりにきわめ ζ公平卒直であ
りました。また自説を主張するのに正しい批判を歓迎こそすれ， 恐れるととはありませ
んでした。さらに，誤まりを訂正するのに悪びれることな〈謙虚でありま Lた。先生は
この改訂版の前には，次のようにし、っておられます。 iこの仕事には欠陥が多し 内容
の乏しいものであることは，わた〈し自身よく承知している。 しかしそれはわたくし自
身が，欠陥の多く，内容の乏しい人闘であることり当然の結果であり，今後勉強して，
少しずつでも欠陥を少なぐL. 内容を豊富にしてゆく以外に方法はないと思っている。
同学の人々の好意ある御教示をまちたいJ(向上， u頁〕と。 しかしもう，この『世界経
済論体系』は，永久に再び改訂されることはないのであります。
けれども先生のお教へを受けた多くの後輩が， マルクア、の方法論と先生の学問を導き
の来として，いくつものそして様々なそれを作り出していくでありましょう。 また，先
生自学問を学んだ労働者，農民，学生なと広汎な人民が， 世界を変えることに立上って
いくでありましょう。
先生，安bかにお眠り干さし、。
